
平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

二

九

四

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
九
四
号

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
へ
の
予
算
の
透
明
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
へ
の
予
算
の
透
明
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

株
式
会
社
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
、
中
国
に
お
い
て
遺
棄
化
学
兵
器
を
廃
棄
処
理
す

る
事
業
（
以
下
「
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
の
た
め
に
、
内
閣
府
と
最
初
に
契
約
を
行
っ
た
の
は
、
平
成
十
六
年
度
で
あ
り
、

機
構
は
、
同
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
間
、
処
理
事
業
に
従
事
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

内
閣
府
及
び
外
務
省
に
お
い
て
は
、
処
理
事
業
の
た
め
に
、
平
成
十
六
年
度
以
降
、
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
並

び
に
株
式
会
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
及
び
日
揮
株
式
会
社
の
共
同
企
業
体
で
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
以
下
「
Ｐ
Ｍ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
と
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
Ｐ
Ｍ

Ｃ
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
間
、
機
構
か
ら
再
委
託
を
受
け
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
処
理
事
業
の
た
め
に
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
間
、
機
構
と
随
意
契
約
に
よ

一



る
業
務
委
託
契
約
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
契
約
額
は
、
約
二
百
三
十
八
億
円
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

捜
査
機
関
の
具
体
的
活
動
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

五
に
つ
い
て

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
処
理
事
業
の
た
め
に
、
平
成
二
十
年
度
に
機
構
と
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

旧
日
本
軍
が
武
装
解
除
を
行
っ
た
当
時
の
個
別
具
体
的
な
状
況
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
確
定

的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
。
以
下
「
化

学
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
。
）
第
二
条
�
に
お
い
て
は
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
と
は
、
千
九
百
二
十
五
年
一
月
一
日
以
降

に
い
ず
れ
か
の
国
が
他
の
国
の
領
域
内
に
当
該
他
の
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
を
い
う
旨
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
我
が
国
は
、
千
九
百
九
十
七
年
四
月
二
十
九
日
の
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
伴
い
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約

二



上
、
遺
棄
化
学
兵
器
を
廃
棄
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
処
理
事
業
を
開
始
し
た
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
に
つ
い
て
は
、
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
約
三
十
万
か
ら
四

十
万
発
の
ほ
か
、
ハ
ル
バ
嶺
以
外
の
中
国
各
地
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
約
四
万
四
千
発
を
発
掘
回
収
し
た
。
他
方
、
日
中
双

方
に
遺
棄
化
学
兵
器
の
所
在
に
関
す
る
資
料
は
十
分
な
も
の
が
な
く
、
す
べ
て
の
埋
設
地
等
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
今
後
も
新
た
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
昨
年
四
月
の
日
中
首
脳
会
談
に
お
い
て
表
明
し
た
移

動
式
処
理
設
備
の
導
入
等
、
合
理
的
か
つ
迅
速
に
処
理
を
実
施
す
る
と
の
観
点
か
ら
処
理
事
業
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
も
中
国
各
地
で
遺
棄
化
学
兵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
時

点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
と
し
て
は
、
化
学
兵
器

禁
止
条
約
の
廃
棄
期
限
を
念
頭
に
置
き
、
こ
れ
ら
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
廃
棄
を
一
日
も
早
く
完
了
す
べ
く
最
大
限
の
努
力
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


